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玄関土間には、基礎立上りの室内側にポリスチレンフォームを入れる。
玄関ドアの下のポリスチレンフォームは基礎天端まで立ち上げる。
壁部では、熱橋部をつくらないように、土台とポリスチレンフォームの隙間に発泡ウレタンを吹き付ける。ウレタンの発泡を抑えるた
めに、ポリスチレンフォームは基礎天端よりも50mm程度立ち上げる。
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! 補足説明1 -玄関土間部の断熱材の入れ方


